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ア ル モ ニ カ 拾 6 回定期盛車会t l n v e n z i o n e A r m o ni c a 6 t h A n n u al C o n c e rt

結成 6 年日 を迎え たイン ウェ ン ツ イ オーネ･ア ル モ ニ カ(l A ) は ､ 新た な境地 に 向け

走り 出 します ｡ 過 去 5 年 間 の 活 動 で ､ 私 た ち は ､ 多 く の 色 鮮 や かな 陰 影恵 ん だ

パ E= ツ ク - 古典三jR 作品 を演奏して蕃 ました . 更なる 飛籍の 年 に ､ 私た ちが 目指 した

の は ､ より深遠なる 表現 o 今 年の テ- マ は｢ 時の うつ ろい｣ で す ｡

私 た ち の 演 妥 活 動 の メ イ ン で も あ る ハ イ ド ン は 交 響 曲 を2 曲 ､ 第 6 4 香

"

時の うつ ろ い
d

と策 2 6 番
-

ラ . メ ン タツ イ オ- 未( 哀歌)
p

をお届 けします ｡

交 響曲 第 6 4 番
-

時 の う つ ろ い
'

の タ イ トル は ､ 残 され て い る バ - ト譜 に｢ 時 は

移 ろ い ､ 変 わり ゆく の は 私 たち｣ と の 省 き込 み があ っ た こ と に 由来 して い ま す ｡

惨 く も ､ 心 を扱 でる よう な 優 しい 主題 が 何度 も何 度 も誇 り 返 され る 最終 案 牽 ｡

ハ イ ドン はこ の あく までも さり気な い 音楽 に ､ 移 りゆく時 を描 き ､ それ に 荒 され

がちな私達 へ の 警告 を添えたの で しよ うか｡

交響 曲第 26 蕃
d

ラ･ メ ンタ ツ イ オ- ネ
ー

は 3 条 章まで しか 現存 してい ない
一

風

変わ っ た作 品 . 曲 の 随所 に ､ オ- ポ ニ と第 2 ヴァ イオリン に よる グ レゴリオ聖歌 の

旋律 が現れます o 舌の 歌 とハ イ ドン に よる チ ャ- ミン ク なメ ロ デ ィが独 特の 交錯

を見せ ､ こ の 短調 の作 品に彩 りを加 えます o

ま た ､ 今 回 の 協 奏 曲 は 大 バ ッ ハ の ヴ ァ イ オ リ ン 協棄 曲で す o 旋律 が慈 み 合 い ､

リ ズム は複 雑 さ を極 めた 両端 楽 章 に 挟 ま れた 2 某章 は ､ 今 まさ に神 の 御 許 に

上らんとする ､ こ の 世の 恐れ ､ ためらい か ら解放 された人間の 最期の 心煽 が表 され

て い ます ｡

こ れ らの 音楽 は ､ 人 々 の 移 り ゆ( 日 々 の 生 話 と共 に あ り ､ また永 遠 の 命 を請 う

人々の 信仰 と共 に ありました ｡

私 たち事A も過去 5 年 間の発駿 を礎 に ､ 更なる成熟をEl 指 して活動を続け ます｡

こ れらの 深遠なる書 対 こ ､ モ ダン
.

オーケス トラで は涙顔 校会の 少ない 仏バ ロ ッ ク

の大家 ､
ル ク レ- ル の 序曲を加 ぇたプロ グラム を是非

~

ラ イブ
【

でお菜 しみ下 さい ｡

* 1 1 :3 0 よリ4 0 分 間 . リハーサル を公 開します( 琵科) ｡ 是非
■

指揮壱 の い ない オーケス トラJ

の リハ- サル 風袋 をご覧ください ｡ 入退喝 自由 ｡ 直接会喝 までお越 し下 さい ｡

[ チケ ッ トのご購入方法] -･-･ - - -

①闇柘予約: 筒詰で直接お 問い 合わせ下さ い .

②e + ( イ ー

プラス) : 全 国の ､ フ ァ ミリーマートや セブン イ レ ブン で党葬可 能な

e 十( イ- プラス) では ､ ¥ 7 0 0 でこ 防人 摂けます .

き;i e + ( イープラス) で は学生券の 発売は 行 っ て ぁりません｡

③ メ
ー ル羊歯: 氏名

･

連絡先
･

希望枚数をメ- I L, でお知らせ下さし1 ｡

④ プレイ ガイ ド: ヤマ ハ 仙台店 1 F でお求めく ださい ｡

くチケ ッ ト売上金の- 取 粥音定非営利治効法人J H P- 学校 をつ くる会に寄付 し ､ カ ンボ ジアで の

青菜敦否等に活用させてい ただき ます ｡ )

[ お問い合わせ]

t el : 0 8 0 - 1 6 9 6 ･ 5 8 5 4 ( 戚訳) e ･ m a il: i . a r m o ni c a O 5 @ g rrl air . c o m
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インヴ ェ ンツ イオ ー ネ ･ ア ル モ ニ カE l n v e n zi o n e A r m o ni c a

20 0 5 年 に福 島 県 内 で活 動 を行 う学 生 ､ 社 会 人 を 中心 に結 成

されたア マ チ ュ ア 室 内オ
ー

ケ ス トラ ｡ 3 つ の コ ン セプ トを活 か し,

新 し い ス タ イ ル の オーケ ス トラ と し て 活 鞄 を 展 開 す る ｡

イ ン ヴェ ン ツ イ オー未 ･

ア ル モ ニ カ とは イタ リ ア 語 で｢ 調和 の

軌道- ひ らめ き｣ の 意 ｡

塞
-
､3 つの コ ン セ フ ト

★

当時の 満車習慣を専盈する

音 楽とは言語 であり ､ その 使 用習慣 は 時代 に よ っ て大 きく変 化 します ｡I A で は ､

古 典派 は 勿 論 ､ 』 るバ ロ ッ ク時 代 の 演 奏 習慣 をも 学ぷ 時 間 を 設 けて い ま す｡

決 して｢正 し い｣ 演 奏 が した い の で は あり ませ ん ｡ 当 時 ､ 聴 衆 を熱 狂 させ た

これらの 苦楽の 水質 を知りたい ｡ それが我々の 磨い です｡

★

指揮者をおかない

指 揮者 が い れ ば 確 か に 安 心 で す ｡ し か しそ の こ と が 苦 条 約 メ リ ッ トに 紘

為りえません . メ ン バー全 員で苦楽 をま さに｢寺語りこ んで｣ 自分 の 言葉と して演奏

したい と考えて い ま す ｡

★

メ ン J l 一 による協薬 曲を済 薬す る

本 来 協 奏 曲 と言 う の は 独 葵 者 の 独 壇 場 では あ り ませ ん ｡ オーケ ス トラ と

封書舌を し､ 双 方は 対等な 関係 で 成り立 っ てい ます｡ 常E] 頃か ら同じ書 其の 時 間を

共 に したメ ン/ i- で しか為 しえ ない ア ン サ ン ブ)L '性 の 高 い 演奏 を日清 し ます .

今回の 独英 はリ- ダーの成沢恵 が務 めます ｡

[ 会場] ---･-･-･--
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f a x : 0 2 2-2 7 6-2 1 0 8

い: 叶 ご:一:

一仙台研 から地下鉄 泉中央 方面行 ぎ 1 0 分 ､

｢ 旭ヶ 丘駅｣ 下妻 ､ 案 1 蕃出 口 より徒歩 3 分

一バ ス停｢ 地下鉄旭ヶ 丘駅｣ より徒歩 2 分
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